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宍
粟  
歴
史 

再
発
見

黒
田
官
兵
衛

と
宍
粟

〜 
第
1
回 

〜
篠ノ丸城址からの眺め

▲篠ノ丸城址

　先月、ビデオカメラを持って「しそうチャンネル」の取材に出かけました。取材先では子どもたちが楽しそうに遊んで
いる様子を撮影したのですが…。なかなか思った様に撮るのは難しく、普段テレビの画面を通して何気に見ている映像
がとても見やすく撮影されていることがわかり、もっと勉強しなければと思いました。
　さて、４月に入り季節はすっかり春となりました。入学や就職などで新しい生活をスタートさせた方も多いのではない
でしょうか。 石 も新しい事に挑戦しつつ、みなさんに見やすく喜ばれる「しそうチャンネル」「広報しそう」を作るお手
伝いが出来ればと思います。今年度もよろしくお願いいたします。    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石

編
集
後
記
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本の予約・リクエストについて
読みたい本が貸出中のときには、そ
の本の予約ができます。また、図書
館や図書室にない本が読みたいとき
には、他の図書館から取り寄せたり、
購入の検討をします。予約・リクエ
ストはひとり５冊まで。
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図書館へ
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［開館時間］ 午前10時～午後5時30分

図書館カレンダー

僕
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

未
来
と
社
会
に
夢
を
も
つ

著
者
/
矢
崎  

栄
司

津
波
、
噴
火
…

日
本
列
島
地
震
の
2
0
0
0
年
史

著
者
/
保
立  

道
久
・
成
田  

龍
一

おいでよ 今月の
オススメ

　

都
会
を
離
れ
て
過
疎
地
に

３
年
間
の
期
限
で
移
住
し
、

自
分
達
の
手
で
地
域
の
活
性

化
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
日
々

奮
闘
し
て
い
る
人
々
が
い
ま

す
。
そ
の
葛
藤
と
感
動
の
活

動
記
録
で
す
。

　

災
害
に
強
い
社
会
に
し

て
い
く
た
め
に
、
過
去
の

地
震
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き

か
、
複
合
被
災
を
も
た
ら

す
現
代
の
状
況
に
ど
う
対

処
し
て
い
く
べ
き
か
、
歴

史
学
者
た
ち
が
語
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
の
大
河
ド
ラ
マ
が
「
軍

師
官
兵
衛
」
＝
羽
柴
（
豊
臣
）
秀

吉
の
名
参
謀
・
黒
田
官
兵
衛
に
決

定
し
た
こ
と
で
、
姫
路
市
な
ど
官

兵
衛
の
「
地
元
」
で
は
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
黒
田
官
兵
衛
、

何
を
隠
そ
う
宍
粟
と
も
ゆ
か
り
の
深

い
人
物
な
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
中
頃
に
書
か
れ
た
『
宍

粟
郡
守
令
交
代
記
』
は
、
天
正
８
年

（
1
5
8
0
）
５
月
、
秀
吉
が
長
水
城

の
宇
野
氏
を
攻
め
た
と
き
、
陣
中
で

官
兵
衛
が
「
篝か

が
り
び火
に
宇
野
（
鵜
の
）

首
見
せ
る
広
瀬
か
な
」
と
い
う
句
を

詠
ん
だ
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
ど
う
も
後
世
の
創
作
ら
し
い
。

　

宇
野
氏
の
滅
亡
後
、
播
磨
平
定
の

功
を
認
め
ら
れ
た
官
兵
衛
は
、
天
正

８
年
９
月
に
恩
賞
と
し
て
揖
東
郡
福

井
荘
（
姫
路
市
）
な
ど
で
一
万
石
を

与
え
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
中
頃
に
書

か
れ
た
『
黒
田
家
譜
』
は
、
播
磨
・

但
馬
を
平
定
し
た
秀
吉
が
こ
こ
で
官

兵
衛
を「
山
崎
の
城
」（
篠
ノ
丸
城
？
）

に
居
城
さ
せ
た
と
記
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
後
に
非
業
の
死
を
遂
げ
る
次

男
・
熊
之
助
が
、天
正
11
年
（
1
5
8

3
）
に
山
崎
で
生
ま
れ
た
と
す
る
説

も
聞
か
れ
る
。

　

こ
れ
ら
が
史
実
な
ら
、
官
兵
衛
は

天
正
８
年
に
宍
粟
へ
来
た
こ
と
に

な
る
の
だ
が
、
揖
東
郡
領
地
と
山

崎
城
主
は
『
黒
田
家
譜
』
が
時
期

を
混
同
し
た
よ
う
で
、
残
念
な
が

ら
熊
之
助
の
こ
と
も
確
か
な
史
料

に
は
み
え
な
い
。

　

で
は
、
実
際
に
宍
粟
と
官
兵
衛
が

関
係
し
た
の
は
い
つ
だ
ろ
う
か
。
確

実
な
と
こ
ろ
、
官
兵
衛
は
天
正
12
年

（
1
5
8
4
）
７
月
、秀
吉
か
ら
「
宍

粟
郡
一
職
」（
宍
粟
郡
の
支
配
権
）

を
与
え
ら
れ
て
い
る
。『
守
令
交
代

記
』
に
よ
る
と
、宇
野
氏
の
滅
亡
後
、

宍
粟
は
秀
吉
の
腹
心
神
子
田
半
左
衛

門
が
支
配
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か

し
、
天
正
12
年
に
神
子
田
が
失
脚
し

た
た
め
、
官
兵
衛
に
宍
粟
が
加
増
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
宍
粟
で
の
官
兵
衛
の
事
跡
は
詳

し
く
わ
か
ら
な
い
が
、『
守
礼
交
代

記
』
は
「
役
人
奉
行
、
当
地
に
居
住

と
い
へ
り
」
と
記
し
て
お
り
、
多
忙

な
本
人
に
代
わ
り
普
段
は
代
官
が
派

遣
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

官
兵
衛
の
宍
粟
支
配
は
、
天
正
15

年
（
1
5
8
7
）
７
月
に
秀
吉
か
ら

九
州
の
豊
前
（
福
岡
・
大
分
県
）
で

六
郡
を
与
え
ら
れ
て
、
わ
ず
か
３
年

で
終
わ
り
を
告
げ
る
。
し
か
し
、
確

認
さ
れ
る
中
で
宍
粟
は
官
兵
衛
に
と

り
故
郷
播
磨
で
得
た
最
後
の
領
地

で
、
後
に
福
岡
五
十
二
万
石
の
大
守

と
な
る
黒
田
氏
に
と
っ
て
、
飛
躍
へ

の
大
き
な
足
が
か
り
と
な
っ
た
土
地

だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

宍
粟
市
歴
史
資
料
館   

三
木  

善
文
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